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４．議事概要　　　
４－１．第１回金流商流情報連携タスクフォース議事録確認

・第１回金流商流情報連携タスクフォース議事録（金流2012-1-02）の内容を確認し、その「議事４－７．スケジュール案」のうち以下の点について再確認を行った。
－「１. 違算発生防止のための金流商流連携」は深堀りしない方向とし、サプライチェーンファイナンスを主題にする。グローバル化を次年度の活動につなげて行く。

－情報連携ネットワークの仕組みは、ファイナンスのビジネスモデルに関する検討の中で作り込んで行く。

４－２．日本版POファイナンスに向けて　
・第１回会議後、有志メンバーによる検討と調査を行い、まとめた資料（金流2012-2-03）をリーダーが紹介した。また、当タスクフォースの今年度作業計画案資料（金流2012-2-04）のようにPOファイナンスのモデル案を形にすることとし、タスクフォース会議だけで足りない部分は有志メンバーの検討会議で行う予定であることを伝えた。
・前回後の検討に沿い調査を行ったメンバーより、資料（金流2012-2-03）「２. 日本版POファイナンスに向けて」の説明が行われた。同資料スライド38～54（参考）平成23年度金流・商流・物流情報連携研究会の活動と成果の確認およびスライド６～８POファイナンスの概要の紹介がなされ、海外事例を複数調査できたことが報告された。
・海外（米国）事例の調査内容をまとめた同スライド９～18 POファイナンスのサービス事例１～５のそれぞれに関し、概要が説明され質疑応答がなされた。
４－３．POファイナンス実現に有効なサービス
・上記４－２．の報告および説明を行ったメンバーにより、資料（金流2012-2-03）の「３．POファイナンス実現に有効そうなサービス」に関し、以下の各事項につき概要が説明され質疑応答がなされた｡ ： ① 電子記録債権方式
スライド20～25
② 一括決済サービス
スライド26～33
・上述および４－２．を勘案し、サプライチェーンファイナンスとPOファイナンスについての考え方のすり合わせをリーダーが提案し、意見交換を行った。： 
　－　中小企業と関係金融機関が賛同可能なファイナンスのEDI化の実現化、また、中小企業が運転資金の融資をいつでも受けられることが望まれる。

　－　紹介事例は受発注毎の融資で運転資金とは乖離があるが、事例２（スライド12・13）は運転資金に活用可能で日本の慣行に近い。それ以外は日本に無いのではないか。
　－　日本の類似例の有無を調べてみるが、資金繰りの融資の点は別にしたい。

－　POファイナンスのニーズの再確認が必要。その上で、全体の資金融資を含められるか、検討すればよい。

－　POファイナンスの米国におけるサービス形態はスライド８および19のとおり、サービスモデル１「中小企業を対象とした融資サービス」と、サービスモデル２「大企業を中心としたサプライチェーンファイナンス」とがあると調査で判明したが、日本国内の事例の有無に関しては、当会議席上の時点では未詳の状況であった。
４－４．日本版POファイナンス実現の課題　

・資料（金流2012-2-03）のスライド34～35日本版POファイナンス実現における検討課題をリーダーが示し、POファイナンスに期待がどう持てるかを探ることとした。：
　－　受発注をトリガーにし財務部門に聞き取りを行う。自治体にも聞き取りを行ってみる。金融庁関係、経済産業省の中小企業関係部署、信用金庫にも聞く必要がある。

　－　流通関係では、流通BMSフォーラム2012（11月14日TOC有明4Fで開催。当会議席上パンフレットを出席者に配布）のセッション５の講師に当たってみる方法がある。
　－　ヒアリングをした各位に参加を求めて、本テーマの分科会を開催する。

４－５．今後のスケジュール

・上述の活動予定を考慮し、下記の会議開催日を合意した。
　　日本版POファイナンスの課題検討分科会　2012年12月 ４日(火)　14:00～17:00
　　第３回当タスクフォース 全体会議
　　2013年 １月16日(水)　14:00～17:00
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